
日本小児科学会女性医師再研修プログラム

眠れる力、活かそう 子どもたちのために

臨床力を高めよう：明日から役立つ小児科臨床 実践講座

小児科学会では、女性医師の方の現場での活躍を支援します。
少人数グループで、モデルを使った小児救急蘇生実習、それ以外の時間にe-learningと講義。
先生もぜひ、参加されませんか？

日時：2009年2月28日(土) 13:30~17:00
場所：東京女子医科大学中央校舎 5階 524 講義室

本部棟 2階 テュートリアル室
プログラム：1. 13:30~13：50 オリエンテーション（グループ分け）

2. 14:00~17:00 講義と実習

講義

講義／e-learning 講義とクイズ 実習

14:00 講義１           B+C+D+E A -

14:30 e－learning 1　 C+D+E B A

15:00 e－learning 2　 A+D+E C B

15:30 e－learning 3  A+B+E D C

16:00 e－learning 4　  A+B+C E D

16:30 講義2        A+B+C+D - E

小児救急蘇生

主催：日本小児科学会女性医師の職域に於ける環境改善委員会
共催：日本医師会、東京女子医科大学医師会、東京女子医科大学女性医師再教育センター

★1グループ5人
A～Eの5グループに分けます。

★Aの方は、講義1を受けられません。

★Eの方は、講義2を受けられません。

講義1 働く女性医師と子どもの心のケア東京都精神医学総合研究所副参事研究員猪子香代
e－learning 1  女性医師再教育センターの取組み：東京女子医科大学小児科教授大澤真木子
e－learning 2  こんな時あなたはどうする～見落としてはいけない徴候（小児）～

： 東京女子医科大学小児科講師坂内優子
e－learning 3  小児のアレルギー疾患： 東京女子医科大学小児科講師 平野幸子
e－learning 4  インフルエンザ： 東京女子医科大学小児科講師伊藤 康
講義2 乳児健診のポイント 葛飾赤十字産院院長 三石知左子

＊e-learning は、文部科学省 平成20年度「社会人学び直しニーズ対応教育推進プログラム」委託事業
となっております.

全体の講義およびe-learningの内容

小児救急蘇生
講義／実習 担当者

坂内優子、唐木克二、吉井啓介
（東京女子医科大学小児科）



参加申込書

東京女子医科大学 小児科 大澤 真木子 宛
FAX：03-5379-1440

日本小児科学会女性医師再研修プログラムに参加します。

ご芳名：

ご所属：

ご連絡先：

TEL：

FAX：

e-mail：

以下にお答え下さい。 ►►►

1. 現在の勤務状況をお知らせください。
常勤 非常勤 休職中 その他 (                               )

2. 参加希望につき、いずれかに○をしてください。(グループ分けの参考にさせて頂きます)
1. 講義1、2両方への参加を希望します。
2. 講義1への参加を希望します。
3.  講義2への参加を希望します。

*参加の状況によっては、ご希望に添えない場合もあります。予めご了承ください。

3. 託児の希望 あり （お子様の年齢 歳） なし

****************************************************************************(
東京女子医科大学 返信用)

日本小児科学会女性医師再研修プログラムに参加受け書
殿 FAX: （番号を記入して下さい）

日本小児科学会女性医師再研修プログラムへの参加をお受けいたしました。

当日は、東京女子医科大学 本部棟1階 医学教育テュートリアル教室へ開始10分前までにお集ま
りください。

なお、当日は、動きやすい服装でご参加ください。

多数のお申し込みを頂きありがとうございました。

収容人数を超えましたため、残念乍ら、今回の受付は終了させて頂きました。


